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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 5 月 1 0 日 ( 2 0 2 3 . 5 . 1 0 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 の ル ー フ に 設 け ら れ る サ ン ル ー フ 部 と 、 前 記 ル ー フ の 前 後 方 向 に 延 び る 第 一 骨 格 部  
材 と 、 前 記 第 一 骨 格 部 材 と 交 差 す る 前 記 ル ー フ の 交 差 方 向 に 延 び る 第 二 骨 格 部 材 と を 備 え  
た 車 両 用 サ ン ル ー フ 構 造 に お い て 、
　 前 記 サ ン ル ー フ 部 の 重 心 を 通 る 仮 想 軸 線 上 で 前 記 第 一 骨 格 部 材 と 前 記 第 二 骨 格 部 材 の い  
ず れ か に 前 記 サ ン ル ー フ 部 を 連 結 す る 軸 上 連 結 部 材 と 、 前 記 サ ン ル ー フ 部 の 前 記 軸 上 連 結  
部 材 が 設 け ら れ て い な い 側 の 前 記 第 一 骨 格 部 材 の 車 幅 方 向 の 一 方 側 の み 、 ま た は 、 前 記 サ  
ン ル ー フ 部 の 前 記 軸 上 連 結 部 材 が 設 け ら れ て い な い 側 の 前 記 第 二 骨 格 部 材 の 車 両 前 後 方 向  
の 一 方 側 の み の い ず れ か に 前 記 サ ン ル ー フ 部 を 連 結 す る 連 結 部 材 と が 設 け ら れ て い る 車 両  
用 サ ン ル ー フ 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ル ー フ の 平 面 視 を 基 準 と し て 、 前 記 仮 想 軸 線 と 交 差 す る よ う に 前 記 サ ン ル ー フ 部 の  
重 心 を 通 る 他 の 仮 想 軸 線 を 境 と し て 前 記 サ ン ル ー フ 部 を 一 側 と 他 側 に 区 分 け し た 際 に 、
　 前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 サ ン ル ー フ 部 と 前 記 他 の 仮 想 軸 線 と の 交 差 箇 所 と 、 前 記 交 差 箇 所  
の 一 側 に 位 置 す る 箇 所 と 、 前 記 交 差 箇 所 の 他 側 に 位 置 す る 箇 所 と の 少 な く と も 一 つ の 箇 所  
に 設 け ら れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 サ ン ル ー フ 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ル ー フ の 平 面 視 を 基 準 と し て 、 前 記 連 結 部 材 を 、 前 記 仮 想 軸 線 に 対 し て 離 間 し た 一  
方 の み に 設 け る と と も に 、
　 前 記 一 方 と は 反 対 側 に 位 置 す る 連 結 部 材 の 設 け ら れ て い な い 他 方 は 、 前 記 第 一 骨 格 部 材  
又 は 前 記 第 二 骨 格 部 材 に 固 定 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 車 両 用 サ ン ル ー フ 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 軸 上 連 結 部 材 は 、 前 記 連 結 部 材 よ り も 高 剛 性 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に  
記 載 の 車 両 用 サ ン ル ー フ 構 造 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、 第 １ 発 明 の 車 両 用 サ ン ル ー フ 構 造 は 、 車 両 の ル  
ー フ に 設 け ら れ る サ ン ル ー フ 部 と 、 ル ー フ の 前 後 方 向 に 延 び る 第 一 骨 格 部 材 と 、 第 一 骨 格  
部 材 と 交 差 す る ル ー フ の 交 差 方 向 に 延 び る 第 二 骨 格 部 材 と を 備 え て い る 。 こ の 種 の 構 成 で  
は 、 車 両 の 重 量 増 加 を 抑 え つ つ 、 サ ン ル ー フ 部 の 共 振 を 抑 制 す る こ と が 望 ま し い 。 そ こ で  
本 発 明 の サ ン ル ー フ 構 造 で は 、 サ ン ル ー フ 部 の 重 心 を 通 る 仮 想 軸 線 上 で 第 一 骨 格 部 材 と 第  
二 骨 格 部 材 の い ず れ か に サ ン ル ー フ 部 を 連 結 す る 軸 上 連 結 部 材 と 、 サ ン ル ー フ 部 の 軸 上 連  
結 部 材 が 設 け ら れ て い な い 側 の 第 一 骨 格 部 材 の 車 幅 方 向 の 一 方 側 の み 、 ま た は 、 サ ン ル ー  
フ 部 の 軸 上 連 結 部 材 が 設 け ら れ て い な い 側 の 第 二 骨 格 部 材 の 車 両 前 後 方 向 の 一 方 側 の み の  
い ず れ か に サ ン ル ー フ 部 を 連 結 す る 連 結 部 材 と が 設 け ら れ て い る 。 本 発 明 で は 、 連 結 部 材  
の 剛 性 を 調 整 す る な ど し て 、 サ ン ル ー フ 部 の 連 結 部 材 の 設 け ら れ て い な い 側 を 、 共 振 を 抑  
制 す る よ う に 軸 上 連 結 部 材 を 支 点 と し て 上 下 に 振 れ さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て 本 発  
明 の サ ン ル ー フ 構 造 で は 、 サ ン ル ー フ 部 の 振 れ に よ っ て 共 振 を 抑 制 す る た め 、 マ ス ダ ン パ  
ー を 別 途 設 定 す る 必 要 が な く 、 車 両 の 重 量 増 加 を 極 力 抑 え る こ と が で き る 。
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